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足立区男女共同参画推進委員会会議概要 

会 議 名 令和４年度 第１回 足立区男女共同参画推進委員会 

事 務 局 地域のちから推進部多様性社会推進課 

開催年月日 令和４年６月１３日（月） 

開 催 時 間 午後２時００分 ～ 午後３時４２分 

開 催 場 所 足立区役所 ８階 庁議室 

出 席 者 

【委員】 

石阪 督規 委員長 片野 和惠 副委員長 徳永 裕文 委員 

小島 まゆみ委員 内藤  忍 委員 平井有希子 委員 

橋本  優 委員 小川 節子 委員 山下 友美 委員 

田中 孝子 委員 佐藤 英二 委員 田口 麻美 委員 

【事務局】 

依田 地域のちから推進部長 松本 令子 多様性社会推進課長 

高橋 男女共同参画推進係長 三堀 事業調整担当係長 

秋谷 男女共同参画推進係主任 星屋 男女共同参画推進係主任 

【傍聴者】１名 

会 議 次 第 １ 開会 

２ 諮問 

３ 区長挨拶 

４ 委員長挨拶 

５ 各委員紹介 

６ 今年度の主な検討内容 

  （１）「第８次足立区男女共同参画行動計画」の策定及び「表現ガ 

     イド」の作成について 
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  （２）男女共同参画推進事業の年次報告書の確認 

  （３）「第７次足立区男女共同参画行動計画」とこれに基づく実施 

     状況調査票（令和３年度）について 

７ 質疑応答・意見交換 

８ その他 

９ 事務連絡 

  ・委員の謝礼について 

  ・今後のイベント・講座のご案内 

資 料 

 
・資料１：第１０期男女共同参画推進委員会委員名簿 

・資料２：「第８次足立区男女共同参画行動計画」の策定について 

・資料３：「第８次足立区男女共同参画行動計画」策定に係る関連事項 

     スケジュール（予定） 

・資料４：足立区男女共同参画社会推進条例 

・資料５：足立区男女共同参画推進委員会規則 

 

参考資料 

 ・足立区男女共同参画プラザ講座実施委託 総合評価（令和３年度下 

  半期実施分） 

 ・多様性社会推進課所管各講座等のチラシ 

 ・令和３年度男女共同参画推進施策に関する年次報告書 

 ・足立区男女共同参画に関する区民意識調査結果（速報値） 

 ・第７次足立区男女共同参画行動計画 

そ の 他 
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（審議経過） 

１ 開会 

（松本課長） 

 それでは、定刻となりましたので、開会

いたします。 

 本日は、ご多用のところ、また、お暑い

ところ、男女共同参画推進委員会へご出席

いただきましてありがとうございます。私

は、多様性社会推進課長の松本でございま

す。冒頭進行を務めさせていただきますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 早速ですけれども、次第に沿いまして、

進めてまいります。 

 

２ 諮問 

（松本課長） 

 初めに、近藤区長より男女共同参画推進

委員会へ第８次男女共同参画推進行動計画

に関わる諮問をいたします。 

（近藤区長） 

 諮問書。 

 足立区男女共同参画社会推進条例第20条

第１項の規定に基づき、下記の事項につい

て諮問します。 

 １、第８次足立区男女共同参画行動計画

の策定について。 

 ２、ジェンダー平等の施策推進について。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

（石阪委員長） 

 それでは、本委員会にて審議いたします。 

（松本課長） 

 ありがとうございます。 

 

３ 区長挨拶 

（松本課長） 

 続きまして、次第３ 近藤区長挨拶です。 

（近藤区長） 

 高いところから申し訳ありません。今日

はお忙しいところお集まりいただきまして

誠にありがとうございます。 

 今、第８次の新しい行動計画について諮

問させていただきました。８次ということ

ですので、足立区の中でも非常に伝統のあ

る計画でございますが、この間、例えばフ

ァミリーシップ、パートナーシップ制度が

出来たり、様々に状況が変わってきており

ますので、新しく盛り込んでいただくとこ

ろですとか、既に盛り込んでいるものに対

しましては、現在の状況と比較して記載が

ふさわしいのかどうかといったところも含

めて、今回はかなり大きな変更というか、

見直しを先生方にお願いする必要があるん

ではないかというふうに認識をしておりま

す。 

 足立区の計画というのは、ＰＤＣＡを回

すに当たり、具体的な数値的目標を持って

計画の進捗を判断しているわけですけれど

も、その計画の進捗を判断する指標、活動

指標と成果指標というものがございます。

究極の目標に向かって何を成果にするのか、

その成果を実現するためにステップ・バ

イ・ステップで行く活動指標をどのように

定めるのかという二段構造になっておりま

す。今回改めて現行の政策を見てみますと、

例えば、活動指標にイベントの回数という

ようなものがございます。 

 極端な話、一回、1,000人を集めるのか、

数人のイベントを行うのかといったところ

を、ただ単に回数というふうになっている

と、活動指標といっても中身が見えないこ

ともございます。 

 ですから、例えばイベントの回数だけで

なく、参加人数を併記するですとか、少な

くとも何人以上のイベントを何回開催する

というようなことを書き込んでいくのかと

いうことも一つございます。 

様式第２号（第３条関係） 
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 また、啓発についても、研修を行うとか、

講座を実施するということしか書いてござ

いませんので、実際にどのような中身の講

座で、それが受けた方に対してどういう先

方からのリアクションがあったのかといっ

たところも見ていかなければならないとい

うことでございますので、まずその指標の

中身からも少し手を入れていく必要がある

と考えております。 

 数多く指標があればいいというわけでは

ないと思いますけれども、本当に進捗の図

れる私ども、足立区の男女共同参画を進め

ていく上での旗印になるような今回の計画

でございますので、それぞれのお立場、お

考え、いろいろ盛り込んでいただきまして、

他区にはない、また、今の時代にふさわし

い足立区の計画となるようにぜひ活発なご

議論をいただけますようによろしくお願い

いたします。 

（松本課長） 

 近藤区長、ありがとうございました。 

 

４ 委員長挨拶 

（松本課長） 

 それでは、次に石阪委員長のご挨拶です。

どうぞよろしくお願いいたします。 

（石阪委員長） 

 皆様、こんにちは。委員長を務めさせて

いただきます石阪と申します。 

 先ほども区長からお話がありましたとお

り、今年、皆さんにお願いするのは、この

第８次の行動計画の審議が中心ということ

になります。昨年度からの引き続きの委員

の皆様はご承知のことだと思いますが、昨

年まで、足立区は、格差是正の取組につい

て、第７次の計画に沿って、議論を積み重

ねてきました。 

 今度は新たにファミリーシップ、パート

ナーシップ、これができたことによって、

多様性の尊重についても新たな課題として

出てまいりました。 

 皆様には、これまで様々なご意見をいた

だいたわけですけれども、恐らくこの８次

の中には、その多様性の尊重、理解と、格

差是正、これを両輪として、足立区として

今後発展していくためにどんな視点が求め

られるか、どんな課題を克服していかなけ

ればいけないか、こういったことも盛り込

んでいくことが求められます。 

 今、自治体では、男女共同参画のなかの

男女という言葉を取って、新たに多様性と

いう形に表記を変えて行動計画を立てる、

こういうところも出てきているという状況

がございます。ちょうど、今、過渡期だと

いうことです。 

 一方、国や都道府県はこの男女共同参画

を従来通り、きちんと進めていくというス

タンスですので、足立区がどういうスタン

スで行くのか、これは委員の皆様のご意見

をいただきながら、区民の皆さんにとって

より利便性の高い有効な計画となるように、

今後、１年間議論してまいりたいと思いま

す。 

 例年よりも回数が少し増えるかもしれま

せんけれども、ご協力のほどどうぞよろし

くお願いいたします。 

（松本課長） 

 石阪委員長、ありがとうございました。 

 それでは、近藤区長は公務のため、ここ

で退席いたします。 

（近藤区長 退席） 

 

５ 各委員紹介 

（松本課長） 

 それでは、次に副委員長から順に、簡単

な自己紹介をお願いいたします。 
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 片野副委員長からお願いいたします。 

（片野副委員長） 

 こんにちは。副委員長を仰せつかってい

る片野と申します。女性団体連合会の会長

という立場で参加しております。 

 多様性、本当に男女が取れた条例がこれ

からたくさん出てくると思います。その中

で足立区はどうやっていくのか、いろいろ

なお考えの方がいらっしゃるので、こちら

でまとめたものを女性団体連合会としては

支持していくという立場で参加させていた

だきたいと思っております。よろしくお願

いいたします。 

（小川委員） 

 こんにちは。小川と申します。私は、足

立区内に２つの法人会がございまして、西

新井法人会のほうから推薦を受けてこちら

に参加させていただいております。 

 こちらの中身は、各企業さん方の団体と

いうことで、ぜひともこの男女参画、これ

が必ず必要になって、とにかく早速にでも

取り入れてメスを入れなきゃいけない部分

が非常にあると思っております。 

 ですから、この会議で皆様のご意見とか

定まったことを早速会社の皆様方にお伝え

することも私の責務かなと思って、この席

に座しております。今後ともよろしくお願

いいたします。 

（平井委員） 

 東京都社会保険労務士会足立・荒川支部

の団体推薦を受けまして、昨年度より務め

させていただいております社会保険労務士

の平井有希子と申します。よろしくお願い

いたします。 

 今、働く現場でも、人権ですとか女性活

躍推進が言われておりまして、こちらで、

私のほうでいろいろな皆様のご意見ですと

かを学ぶことによって、また足立・荒川支

部を通して職場の皆様に伝えていったり、

現場の状況をこちらにお伝えをして、いろ

んな審議を進めていければいいと思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

（橋本委員） 

 こんにちは、橋本と申します。人権擁護

委員としての立場で参加させていただきま

す。ふだんは弁護士としてやっているんで

すけれども、なかなかこういう男女共同参

画というのは携わる機会がないので、勉強

させてもらいながら精いっぱい務めさせて

いただければと思います。よろしくお願い

いたします。 

（山下委員） 

 足立区西新井第二小学校のＰＴＡ会長を

させていただいています山下と申します。

会長としては５年目でさせていただいてい

ます。ここの男女参画は２年目ということ

でお世話になります、今年も。 

 やっぱり小学校でもいろいろ男女の格差

というか、そういう差別じゃないですけど、

やっぱりそういった部分が出てきたりして

いるので、女の子がスカートをはいちゃい

けないだの、男の子がスカートをはいたら

おかしいだの、悪い影響かな、そういうの

もあったりするので、水着とかスカートと

か、そういう制服とかというのもこれから

お話に加えていただければと思います。よ

ろしくお願いします。 

（田中委員） 

 こんにちは。足立区立中学校ＰＴＡ連合

会から団体推薦を受け、昨年度に引き続き

委員として参加します第一中学校ＰＴＡ会

長の田中です。よろしくお願いいたします。 

（田口委員） 

 こんにちは、田口と申します。昨年度か

ら参加させていただきまして、いつも参加
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するたびに議題に対する皆様の知識とか経

験からの意見にも、私自身もなるほどなと

か、そうなんだと、自分から考えるという

よりは本当に勉強することが多かったんで

すけれども、今年度も引き続き、自ら勉強

しつつも、もう少し深く考察していけたら

なと思っております。よろしくお願いいた

します。 

（佐藤委員） 

 こんにちは、２年目の佐藤です。よろし

くお願いします。私は、ふだんは会社員を

しながら、あと、ほかに個人事業主として

ライターであったりとか、写真家でもある

んですけど、そういうことをやっています。 

 去年は、１年間、正直、いろんな問題を

皆さんのところで吸収というか、勉強させ

ていただいたので、今年は自分の頭でちゃ

んと考えて発言するようにしたいなと思っ

ていて、そのために今、何ができるかと考

えたときに、自分で実際に駅前の歩いてい

る人に声かけてアンケートをとって、実際

にどうなのというところを見える化してい

こうと思っていて、実際にもうやっている

んですけど、50人ぐらいアンケートが終わ

りました。 

 これは一つの例なんですけど、足立区を

人に勧めたいですかという北千住でアンケ

ートをとったら、ほぼ100％勧めたいと言っ

ていました。 

 一つの例なので、あまり長くは話さない

ですけど、これ、竹の塚。竹の塚だと全然

感じが違うんです。はいといいえが分かれ

て、どちらでもないというのも結構いまし

た。 

 こういった実際の本音を聞きながら私が

発信できることをこれからやっていきたい

と思っています。よろしくお願いします。 

（小島委員） 

 初めまして、マザーズハローワーク日暮

里から参りました小島と申します。よろし

くお願いいたします。 

 私は、４月からマザーズハローワークに

着任いたしまして、２か月過ぎたところで

す。マザーズハローワークという名前では

ございますが、現在、子育て中の男女問わ

ずお仕事との両立を考えている方の支援を

しているハローワークになります。 

 こちらでも男女関係なくというお話が先

ほどございましたので、ぜひ勉強させてい

ただきたいと思って参加させていただけれ

ばと思います。どうぞよろしくお願いいた

します。 

（徳永委員） 

 弁護士の徳永と申します。皆さん、よろ

しくお願いします。委員は、今年度で４年

目となります。 

 まず、私ごとなんですけれども、今年の

４月からそれまで北千住にある事務所に在

籍していたんですけど、ちょっと私、移籍

をしまして、渋谷区の代々木のほうに事務

所が変わりました。なので、ちょっと足立

区とはゆかりが、今、なくなってしまって

いる状態なんですけれども、引き続きどう

ぞよろしくお願いできればと思います。 

 それで、先ほど申し上げたとおり、委員

になるのは今年で４年目なんですけれども、

これまでやっぱり男女共同参画推進委員会

だったので、女性の、あと、子どもの貧困

の問題ですとか、あと、ひとり親家庭の問

題ですとか、そういうところを議論してき

たかなと思うんですけれども、去年から足

立区にパートナーシップ制度が導入されて、

それを契機に去年はＬＧＢＴの問題を当委

員会で議論して、推進課の名前も多様性推

進課でしたっけ、そういう名前に変わって

どんどん議論が広がりを見せているのかな
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というところで、今年、第８次の行動計画

について議論をするというところで、どん

どん議論が広がるのかなというふうに思い

ます。 

 差別の問題って非常に難しくて、いろん

な個人の人権を調整しなければいけないと

ころだというふうに思っていますので、そ

ういったあたりで、僕の知識がお役立てで

きればいいのかなというふうに思っており

ます。どうぞよろしくお願いします。 

（内藤委員） 

 内藤忍と申します。このリストでいうと

上から４番目です。 

 独立行政法人労働政策研究・研修機構と

いうところで労働法政策の調査研究をして

る者です。 

 私も徳永さんと同じで４年目ということ

になるかと思います。私の専門は、差別禁

止法制、もともとは大学院から、その前か

らですけど、差別禁止法制を研究しており

まして、特に女性差別ですね、ジェンダー

の差別の禁止法制を研究してまいりました。 

 しかし、諸外国は性別だけを禁止する法

制度を持っているわけではなくて、あらゆ

る属性、様々な属性を同時に禁止する法制

度を持っているというところで、私はイギ

リスが専門なんですけれども、やはりそち

らでも９つの属性、例えば障害とか、人種、

国籍とか、今、話に出た性的指向・性自認

といったものも含まれますけれども、性別

だけではなくて、同時に差別やハラスメン

トを禁止していくという法制度を持ってい

ます。 

 私は、そういったイギリスの法制度を研

究する立場から、日本の法制度を見て、も

ちろん女性差別もひどくて、是正していか

なければいけないんですけれども、その他

の差別は放置していいというわけではない。 

 ですから、今の様々な属性に関する差別

やハラスメントをなくしていこうという動

きは大切、非常にいい流れだと思っていま

す。その観点で今も性的マイノリティに対

する差別に関する研究もやっております。 

 しかし、そうなってくると、今、多様性

というワードが出てきましたけれども、何

か一つ一つの属性に対する対処法が埋没し

ていくかのような感覚にもなりかねないと

か、あとは性別差別是正と、例えばトラン

スジェンダー差別是正、どっちを優先する

のかといったような、あたかも人権保護保

障が衝突するかのような、そのような議論

なども、今、起こっているわけですけれど

も、そういうことではないというふうに思

っています。 

 様々社会で起きている差別、ハラスメン

トについてはどれも是正していかなければ

ならないし、例えばトランスジェンダーに

対する差別やハラスメントをなくそうとい

うことは決して性差別をそのままにしてい

いとか、女性に対する暴力を防止する動き

と相反するわけではないと思っています。 

 何を言わんとしているかというと、今、

そういうような社会では動きも実はあるん

ですね。トランスジェンダーの保護を厚く

すれば、性差別是正がなおざりになるんじ

ゃないかと、そういった議論です。 

 決してそういうことではなくて、性的マ

イノリティの人のほうが性暴力を受けてい

るというデータもあるぐらいでして、一定

の属性を持つ人々はむしろ差別を一緒にな

くす動きにくみしていかなきゃいけないと

いうことなんですね。 

 ですから、こういった動きの中で、一つ

一つの属性に関する差別、ハラスメントの

現状を忘れることなく、それへの対処をこ

こで皆さんと考えていければというふうに
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思っております。どうぞよろしくお願いし

ます。 

（松本課長） 

 ありがとうございました。 

 では、ここで事務局をご紹介いたします。 

 依田地域のちから推進部長です。 

（依田部長） 

 皆さん、いつも大変足立区政にご協力い

ただきましてありがとうございます。 

 この４月から地域のちから推進部長にな

りました依田と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

（高橋係長） 

 多様性社会推進課男女共同参画推進係長

で参りました高橋と申します。よろしくお

願いいたします。 

（三堀係長） 

 同じく多様性社会推進課事業調整担当と

いうことで、主に性の多様性に関する啓発、

周知等々を担当させていただいております

三堀と申します。昨年同様、今年度もよろ

しくお願いいたします。 

（秋谷主任） 

 多様性社会推進課男女共同参画推進係の

秋谷と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

（星屋係員） 

 多様性社会推進課男女共同参画推進係の

星屋と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

（松本課長） 

 このメンバーで１年間やってまいります

ので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、ここで定足数の報告をさせて

いただきます。 

 本委員会は、足立区男女共同参画推進委

員会規則の第４条に基づきまして、半数以

上の委員の出席がなければ会議を開くこと

ができないこととなっております。本日は、

委員総数13名に対しまして、ご出席が12名

で、本日の会議は有効に成立しております。 

 また、同規則第５条により、当委員会は、

公開することとなっております。併せて会

議録の作成が必要とされています。会議の

内容については録音をさせていただきます

ので、あらかじめご了承をお願いいたしま

す。 

 本日の傍聴人は、１名となっております。 

 ここからの議事進行につきましては、石

阪委員長にお願いしたいと思います。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 

６ 今年度の主な検討内容 

（１）「第８次足立区男女共同参画行動計 

画」の策定及び「表現ガイド」の作成 

について 

（２）男女共同参画推進事業の年次報告書 

の確認 

（３）「第７次足立区男女共同参画行動計 

  画」とこれに基づく実施状況調査票 

（令和３年度）について 

 

（石阪委員長） 

 それでは、改めまして石阪です。よろし

くお願いします。 

 今日は、皆さんにご議論いただくという

よりは、諮問の内容がどのようなものなの

かを確認、共有をすることが主となります。 

 それでは、事項書に沿ってまずは説明い

ただくことになりますが、今、５まで行き

ましたので、６ですね。今年度の主な検討

内容というところ、こちらになります。 

 まず（１）「第８次足立区男女共同参画

行動推進計画」の策定及び「表現ガイド」

の作成についてです。 

 こちらは課長からご説明をお願いします。 
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（松本課長） 

 では、皆様、お手元の資料２、資料３を

ご覧ください。 

 今年度は、第８次足立区男女共同参画の

行動計画の策定というのが主な業務内容、

審議内容となります。 

 もう一つ、表現ガイドの作成というのも

ございますが、こちらは、例えば公的表現、

かつては許容されていたような表現が、今

の時代にはそぐわないということでいろい

ろ表現の仕方を改めていく、そんな流れも

ございまして、この男女共同参画の行動計

画をつくるに当たり、公的な情報発信をす

る際の言葉で気をつけなければいけないこ

とですとか、そういったものも一緒に併せ

て作成し、皆様にご意見をいただきたいと

いうふうに考えております。 

 まず、資料２、行動計画の策定について

というところから説明をしてまいります。 

 本計画の位置づけです。こちらは、男女

共同参画社会基本法に規定する市町村男女

共同参画計画であり、必須の計画になって

おります。また、男女共同参画の計画でも

あります。 

 もう一つ、配偶者からの暴力の防止、被

害者の保護等に関する法律というのものも

併せて包含するものとなります。 

 さらに、足立区の女性活躍推進計画とい

うものも包含しております。 

 この計画ですが、足立区では基本構想、

基本計画というものが上位の計画としてあ

り、現計画の第７次の計画を継承するとい

うような形です。 

 改めて第８次の計画につきましては、国

の第５次の基本計画が令和２年１２月にで

きております。そちらの計画ですとか、東

京都の男女平等参画の推進総合計画の内容

も勘案して策定していくこととなります。 

 イメージ図はこのとおりでして、計画名

を男女共同参画としていくか、それ以外の

言葉にしていくかというのは、今後皆様か

らご意見をいただきながら、検討してまい

りたいというふうに考えております。 

 計画期間です。こちらは、令和５年、来

年の４月１日から、そのまたさらに５年後

を計画期間とするということで、検討を始

めるところです。 

 ただ、今年度のこの計画策定のスケジュ

ールによっては、多少、今の計画が延びて、

新しい計画のスタートが遅れるというよう

な場合もございます。その場合も５年間の

計画というような形になろうかと思います。 

 昨年度、区民の意識調査というものを実

施しておりまして、皆様のお手元にも、今、

速報値、このようなものを机上に配付をし

ております。こちらを基にまた次回以降の

会議で課題を共有しながら次の計画に何を

反映していくかを考えてまいりたいという

ふうに思っております。 

 ちなみにこの計画、意識調査の結果につ

きましては、今月６月27日に議会に報告予

定でして、その後は皆様に冊子も含めてお

渡しができる予定でございます。 

 スケジュールにつきましては、お手元の

資料３、現時点でのスケジュールとなりま

す。 

 まずは前半のところで、前計画の振り返

りをし、全体の体系図や柱立てをどうする

か、そういったことを次回以降、皆様と検

討していくような形になります。 

 パブリックコメントは、大体年明けぐら

いになろうかと思います。その上でご意見

を反映し、計画ができていくというような

流れになります。石阪委員長からもありま

したが、今年度は計画策定があるので、昨

年までは大体年間５回程度、会議を開催し
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ておりますが、それ以上に開催回数が増え

るという可能性が高いです。 

 次の計画について、冒頭にもありました

が、多様な性に関する取組について盛り込

むことになろうかと思います。 

 あとは、ＳＤＧｓ、５番の目標であるジ

ェンダー平等という視点も反映していくこ

とになろうかと思っております。 

 先日、足立区がＳＤＧｓ認定都市として

認められたということもありまして、今後、

ＳＤＧｓの視点についても新計画に盛り込

んでいく必要があると考えております。 

 また、新たな視点としてもう一つ、男女

共同参画というのは、決して女性だけのた

めのものではないというところがございま

す。男女ともに進めていかないと女性の参

画も進みませんし、男女ともに進めること

の必要性というものも新たな計画のほうに

盛り込んでいく必要があろうかと思ってお

ります。 

 計画の全体像につきましては、また次回

以降、お見せしたいというふうに思ってお

ります。まずは基本理念があり、大きな成

果指標があり、その下に柱立てや施策、関

連する事業や取組がぶら下がってという形

になります。先ほど、近藤区長が活動指標

や成果指標の話をしましたけれども、これ

も計画に入ってくるものです。皆様から、

こちらでお示しする案についてご意見をい

ただければと思っております。 

 こちらの資料２の３ページ目ですが、関

連する主な成果指標のイメージがございま

す。これはまた次回以降、検討していきた

いと思っております。 

 例えばですが、男女共同参画やジェンダ

ー平等、多様性の尊重と意識啓発について

の成果指標のイメージは、男女が対等な立

場で意思表示や活動ができる、また、責任

も分かち合っているという指標になります。 

 あとは、昨年やった意識調査のようにＬ

ＧＢＴという言葉の認知度などで測ってい

く、そんなイメージです。 

 次回以降の会議については、昨年は毎月

会議をやっていたと思うんですが、今年は

１回目を今回６月13日に行いまして、次は

８月頃になるかと思っております。その際、

７次の振り返りや、今後の課題について検

討したいと思っております。本日は皆様に

この意識調査の結果ですとか、お手元にあ

る前計画の冊子などを見ながら、課題や次

に盛り込んでいきたいといったご意見をい

ただければというふうに思っております。 

 秋頃には体系図、全体の計画案をお出し

することを目指しております。 

 その頃には各施策や指標の検討をすると

いう形です。 

 年末、うまく行けばですが、12月頃に答

申といいまして、皆様から検討案について

のご意見をいただき、それを基にパブリッ

クコメントといいまして、広く区民の皆様

にご意見をいただくという流れになります。

それを事務局で反映し、委員会で委員の皆

様にお見せするといった流れで計画はでき

てまいります。 

 こちらの男女共同参画に関する速報値に

つきましては、また次回委員会までにご確

認をいただけるとありがたいです。 

 

７ 質疑応答・意見交換 

（石阪委員長） 

 一旦ここで切ります。 

この後の７番目のところで質疑応答、意

見交換がありますので、ここではもし質問

があればここで受け付けたいと思いますが、

いかがでしょうか。スケジュールであった

り、内容であったりとか、ご不明な点とか
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ありますでしょうか。 

 まず、私が冒頭申し上げたように、かな

りちょっとタイトになるということですね。

皆さんにご出席いただく回数が増えるとい

うこと、この計画の進捗に合わせてという

ことになりますので、秋から冬にかけて回

数が増えていくということになります。こ

れがスケジュールとして大きな変更点とい

うことになると思います。 

 それから、もう一つ、男女共同参画の表

記ですが、今までは男女共同参画という言

葉が入っていましたけれども、ここでは、

あくまで仮ということですが、足立区ジェ

ンダー平等推進行動計画とあります。私も

この言葉がついに計画に入ってくるような

ったなという、そういう時代になったんだ

なという気もするんですが、こちらについ

ては皆さんからもいろいろご意見をいただ

きたいと思います。 

 具体的な骨格、骨子については、後日ま

た出てくると思いますので、いろいろとご

意見がある場合は、あらためてその機会に

お願いします。 

 それから、もう一つは調査の結果が速報

として出てきました。先ほども課長からお

話がありましたけれども、まず、議会のほ

うにまだ出ていないということですから、

それが終わったところで皆様のお手元には

これが行くと思うんですが、今、資料をご

覧になって、何かご意見、ご感想があれば、

この後の質疑のところでご発言いただいて

も構わないですし、持ち帰っていただいて、

気になるところがありましたら次回以降の

会議の場でご発言いただければと思います。 

 質問についてはよろしいですかね。 

 どうぞ。 

（内藤委員） 

 確認なんですけど、計画の位置づけのと

ころで、女性活躍推進法の計画なども包含

しているという話でしたけれども、よくあ

るのは次世代法の行動計画と女性活躍推進

法の計画が一体にするというのがあります

けど、こちらではすみません、不勉強で、

次世代法の行動計画はまた別ですか。 

（石阪委員長） 

 次世代。 

（松本課長） 

 次世代育成でしたら、子ども関連の方で

す。 

（石阪委員長） 

 そうですね。そっちに含まれているとい

う形です。 

（内藤委員） 

 了解です。女性活躍推進法に基づく計画

と結構一緒にやっているところが多いんで

すけれども、はい、了解いたしました。あ

りがとうございます。 

（松本課長） 

 ありがとうございます。 

（石阪委員長） 

 ほかは大丈夫ですか、ご質問、ここまで。 

 それでは、もし何かありましたらまたご

意見のところで。 

 では、続いて（２）ですね。年次報告の

確認についてです。こちらも課長からお願

いします。 

（松本課長） 

 年次報告書の確認について、皆様のお手

元にある黄色い表紙の冊子は、昨年皆様に

ご確認いただきながら作成したものです。

令和２年度の事業実績を昨年度の推進委員

会で１年をかけてまとめたものでございま

す。 

 例年は12月に作成、区長報告という形を

取っておりますけれども、昨年はコロナウ

イルスの影響もありまして、３月に書面で
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お渡ししました。 

 今年度も作成をすることになりますが、

計画の策定と併せて並行して進める形にな

りますので、今までとは違う形で実績を中

心にまとめるといった形で作成できたらと

考えております。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 これは皆様、昨年度委員として出席され

た方は、皆様から出たご意見をまとめさせ

ていただいてこの中に配置してあります。

私のほうで確認をさせてもらって、最終的

に、昨年度についてはたしか、直接お渡し

することはできず、書面でお渡しさせてい

ただくということになりました。 

 主に昨年度、議論いただいたのは２点あ

りまして、これは１ページのところに書い

てあるとおり、取組みの方向性Ⅰ－４、政

策・方針決定過程への女性の参画拡大、こ

れは例えばですが、今、国としては、政策

決定の場になるべく女性の数を増やしてい

こうということで取組をされていましたけ

れども、足立区としてどのような取組をさ

れているのか。 

 たとえば、区役所の職員の管理職比率で

あったり、あるいは委員会の女性比率だっ

たり、そういった数字を前提にこういった

実態を把握しながらさらなる女性の参画を

拡大してほしいという、こういう意見をま

とめさせていただいたところです。 

 ２つ目が、人権を尊重する社会の情勢と

いうことです。これはパートナーシップ、

ファミリーシップが足立区に誕生したとい

うこともありまして、それを前提に引き続

きこの考え方を人権尊重の精神、社会の実

現に向けた政策へ反映させてほしいという

ことで入れさせてもらいました。 

 これは、足立区としては大きな変化で、

この制度、まだ都内でも実際取り入れてい

ない地域もある中で、足立区は比較的早く

この制度を取り入れました。特にファミリ

ーシップを入れたというところは先駆的だ

といってよいと思います。 

（松本課長） 

 ファミリーシップ制度は、今のところ東

京都内でも１つだけという状況です。 

（石阪委員長） 

 ここまで踏み込んで、ファミリーシップ

制度をつくったのはかなり珍しいというこ

とですね。 

 今年度は、第８次計画についても、こう

いった足立区の考え方や制度を計画の中に

しっかりと盛り込んでいくということが求

められると思います。 

 あとは、開いていただくと、これは３ペ

ージのところを開いていただくと、第７次

の男女共同参画行動計画、これの体系図に

なっています。例年、この体系図に沿う形

で、皆様にご意見をいただいてきました。 

 ただ、全部議論すると時間がないので、

例年２つぐらいに絞って、集中的に皆さん

からご意見をいただくということになりま

した。 

 前回で言うと、Ⅰ－４の政策方針決定過

程の女性の参画拡大、それから、Ⅱ－１の

人権を尊重する社会の醸成、この２つを主

に取り上げました。 

 今、課長からもお話がありましたけれど

も、今年度は、なかなか日程もタイトなの

で、例えば、今までですと担当課の方にお

越しいただいてヒアリングをしたり、また、

昨年は当事者や支援者の方にお越しいただ

いてお話をいただいたりしてきましたが、

恐らくスケジュール的にはかなり難しいと

思います。ですので、この成果指標、ある

いは数字や状況を見ながらその進捗につい
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て皆さんからご意見をいただく、このよう

な形を取らせていただくかもしれません。 

 いかがでしょうか。ここまで、これにつ

いてのご質問はありますか。 

 それでは、今度は３番目、これは調査の

ほうですね、（３）は。こちらのご説明を

お願いします。 

（松本課長） 

 こちらの３番目も今の（２）と関連して

おりまして、昨年の令和３年度の実施状況

につきましては、今、石阪委員長がおっし

ゃったとおり、計画の策定年次と並行して、

策定年次で並行した作業が必要になります

ので昨年とはちょっと異なる内容、スケジ

ュールでやっていく予定となります。 

 年度末の完成をこの年次報告書について

も目指してまいりますが、計画の進捗によ

っては年次報告書のみを先に完成させるこ

とも考えられると思っております。 

 年次報告書の作成も並行して進めながら、

前計画の振り返りや、新たな計画の柱立て

などを皆様と検討することになりますので、

スケジュールが非常にちょっとタイトにな

ってしまい申し訳ないんですけれども、次

の計画には意識調査の結果ですとか、皆様

からいただいた意見を反映できるようにし

てまいりたいというふうに思っております。 

以上です。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。先ほどの年次報告

と、それから今回の第７次の行動計画とこ

れに基づく実施状況調査票についてですが、

いかがですか。 

 それでは、事項書にはないんですけれど

も、市民の意識調査の結果の速報がありま

すので、どんな結果が出てきたのか私も実

は知らないので、確認していきながら、も

し皆さんからご質問、ご意見があればここ

でお願いできればと思います。 

 １ページめくっていただくと、これはか

なりの大規模調査になります。3,000名、回

収率は37.9％ですけれども、郵送調査です

とそんなに低い数字ではありません。かな

り回収できたというふうに我々は見ていま

す。 

 項目ですけれども、女性活躍やワーク・

ライフ・バランス、ハラスメント、男女共

同参画、多様性、こういった点を伺ってい

るということになります。 

 こちらその次、２ページのところですが、

結婚、出産後も女性が仕事を続けることに

９割、約87％が肯定的、就労継続は５割強

を占め、再就職は３割台半ばということで

すね。 

 これは、日本の場合は一旦仕事を辞めて、

子どもが小さいときに辞めて再就職をする、

そういう希望をされる方が結構多いんです

けれども、これが大体34％程度ですから、

一定数、いらっしゃるということですね。 

（石阪委員長） 

 Ｐ４のところに参照がありますので、細

かなデータについてはそちらのほうをご覧

ください。 

 そして、次、ワーク・ライフ・バランス

ですが、ワーク・ライフ・バランスという

言葉の認知度、これはちょっと僕も低いな

と思ったんですけど、４割強なんですね。

42％の人がワーク・ライフ・バランスを知

っているというふうに答えました。逆に言

えば、その残りの人たちは知らなかったと

いうことでもあります。 

 これは足立区がずっと取り組んできた一

つの課題でもあって、企業なんかにもお願

いをしてワーク・ライフ・バランス推進企

業といった制度もつくったんですけれども、
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内容まで知っている人というのが40％なん

ですね。 

 言葉だけ知っているというのは、合わせ

ると60％、３分の２ぐらいになるので、ま

だどうなんだろう、足立区として熱心に取

り組んできた点を鑑みると、少し低いかな

という気もいたします。 

 それから、ワーク・ライフ・バランスの

取組の周知状況ですが、周知されていると

感じる人の割合が１割台半ば、こちらに反

映しているということですね。制度として

足立区が特に計画で取り組んできたことが

なかなか区民に浸透していないという状況

です。 

 それから、次、配偶者、パートナーに不

満がある場合、言わないと家事、育児をし

てくれない、男性は３％、女性は25.0、こ

れ圧倒的に女性のほうが高いということで

すね。 

 相手がやってくれるのは当たり前と思っ

ている。男性6.4に対し、女性が28.2、これ

は男性の少なさよりも男女の差ですね、圧

倒的に女性のほうが多いということですの

で、パートナーに不満があるケースの一つ

の例ですけれども、この家事・育児に対す

る男性の参加の低さを反映しているのかな

という気もいたします。 

 ほかにもデータがあるんですけれども、

まずはこの表を見てお話をしていきます。 

 次、教育の場で力を入れるべきことです

けれども、男女の別なく、個性や能力を生

かせる指導の充実が５割と最多になってい

る。これは、学びや学校生活の中でこの男

女の差、これを関係なく進めていく、個性

を生かせる場を充実させる、これを力を入

れてほしいというのが５割。 

 その次、９ページのところに書いてある

とおり、例えばセクハラ、ＤＶなんかもあ

りますし、それから、教職員の研修は一番

低かったですけれども、特に子どもたちに

個性や能力を生かすために男女の別なく指

導してほしいという点。 

 恐らく混合名簿の導入なんかも足立区は

ほぼ進んでいるというお話も伺っています

し、それから、先ほどありましたけど、水

着とか体操着というのはまだ調査が待たれ

るということで、たしか昨年の委員会でも

取り上げられた話題ですね。 

 また、もし皆さん、こういうところでお

気づきの点があったらまたコメントいただ

ければと思います。 

 裏面に行っていただくと、今度はＤＶ・

ハラスメントですけれども、こちら、これ

はやっぱりゼロを目指す、もちろん、当た

り前ですけれども、ただ、現実は相談でき

なかった、相談しようと思わなかったと回

答した人の割合が50％、つまり半分の方が

相談しようと思ったけど、できなかったと

いうことですね。あるいは相談をそもそも

しなかったと。 

 なぜか。相談しても駄目だと思ったとか、

自分が我慢すれば何とかなる、これが７割

いらっしゃる。つまり自分が我慢すればい

いんだという、これはすぐに相談するとい

うのはＤＶの場合は鉄則ですので、むしろ

相談者にどうつなぐのかというところ、こ

れが一つ課題ということになると思います。 

 それから、今後、どうするかということ

ですが、啓発、これは44.5％となっていま

す。家庭内でも暴力は犯罪だという意識の

啓発ですから、これは職場、あるいは、そ

ういうところだけではなくて、家庭内でも

というところが一つポイントになってくる

と思います。 

 それから、あとはシェルターの整備だと

か、あるいは警察との連携だとか、加害者



15 

への対応、処罰、そういったことを含めて

数値が高くなっています。 

 それから、次、ＬＧＢＴの認知度ですけ

れども、これ、８割台で、これが逆に私は

非常に高いなと思ったんですけれども、Ｌ

ＧＢＴに対する少なくとも理解はかなりあ

る。知っていると答えた人、それから聞い

たことはあるが、詳しい内容までは分から

ない、これを合わせると85％ですね。 

 それから、ＬＧＢＴ当事者が暮らしやす

い社会の実現に必要なことは何か。こちら

については、周囲の人の理解や偏見・差別

の解消、これが６割強ということですので、

まずは周りの方々が偏見とか差別の感情を

持たずに接するということが非常に大事だ

と。 

 それと、次には制度の見直しや差別の解

消。それから、昨年かなり時間を取りまし

たけれども、例えば、トイレ等々ですね、

公共施設、こちらのほうの整備については

33.6％の人が必要と思っています。 

 そして、性的マイノリティ等によりいじ

めを受けたり、見聞きした経験があるかど

うか、これは１割、10％程度で、その大半

が学校ということになっています。ですの

で、学校教育の現場での様々なケア、こう

いったものが必要になってくるのかなとい

う気がいたします。勤務先はむしろ27.5で

すから圧倒的に学校、それから地域でもあ

るんですね。 

 というデータ結果です。これもあくまで

速報値ですし、概要版ですので全てを網羅

しているわけではもちろんありませんが、

ここまで報告がありましたけど、まずは調

査の内容も含めてご質問、ご意見がもしあ

ればいかがでしょう。大丈夫でしょうか。 

 内藤さん、どうですか。 

（内藤委員） 

 ありがとうございます。今日は速報版と

いうことで、多分、今回のデータだけの結

果になっていると思うんですけど、今度、

ご説明いただくときは経年変化というか、

そういう形が、同じ設問の場合はそのよう

なことができるようになっていますか。 

（松本課長） 

 はい。 

（内藤委員） 

 じゃあ、そちらを参照したいと思います。

大分、多分、ちょっと今、見た感じでも、

例えばワーク・ライフ・バランスの認知度

ですとか、そういったものも前回調査より

大分上がっている感じですよね。 

（石阪委員長） 

 上がってはいるんですよね。 

（松本課長） 

 これでも上がっております。 

（石阪委員長） 

 言葉を認識するというのは意外に難しく

て、ワーク・ライフ・バランスって割と難

しいですね。もっと短い言葉だったりする

と、逆にＬＧＢＴなんていうのは物すごく

定着しましたね。 

 皆さん、ご存じの方、85％、こちらもち

ょっと前まではなかなか理解したり、見聞

きしたりする経験はなかったと思うんです

が、特に足立区ではこの間、そういった制

度ができたということも一つこういった認

知につながっているのかなという気がいた

します。 

 もし何かご意見、ご質問があればどうぞ、

挙手で、いかがでしょう。 

 あとは学校の現場での課題ですよね、男

女平等、先ほどちょっとありましたけれど

も、水着のお話とかもいただきましたけれ

ども、ＰＴＡの方はいかがでしょう。どう

でしょうか、学校の現場での男女の別なく
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個性や能力を生かせる場を充実させるべき

だという人は５割ですが、よろしいですか。

どうぞ。もし何かあれば、こういう点がま

だ不平等であるとか、なかなか進んでいな

いとか。 

（山下委員） 

 そうですね、ここで昨年度お話しさせて

いただいたときに学校のほう、あと、小学

校ＰＴＡ連合会のほうにも話を持ち上げた

んですけれども、やはりそういった問題が

ほかの学校にもあるみたいで、ということ

はやっぱりこれからまた、途中で終わって

しまったので、今年度もそのお話に触れさ

せていただくときに、もっと連合会のほう

にもちょっと詰めてお話をできたらなと思

っていますので。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございました。 

 どうぞ。 

（内藤委員） 

 今、石阪先生が男女を意識させる服装と

いう観点でさっきおっしゃったんですけど、

多分、昨年度もここで、その観点ともう一

つ、やっぱり女性の例えば水着なんかは、

男性よりも肌の露出が多いという、性的な

視線にさらされるという側面が、これは子

どもたちだけではないですけど、いろんな

競技なんかでもレオタードがそうじゃない

かという観点で言われていますけど、そう

いう観点もというか、そういう観点がより

少し重大なのかなと。 

 やはり２つ観点は少なくともあるかなと

いうふうに感じました。 

（石阪委員長） 

 そうですね。特に水着とか、露出の多い

ものについては。 

（内藤委員） 

 水着とか体操着ですね。あとは、中学校、

足立区さんでも制服ですよね。 

（石阪委員長） 

 制服があるので、例えばですけれども、

ジェンダーレス制服という言い方もありま

すけど、スラックスにしたりとか、そうい

うことですね。 

（内藤委員） 

 それでも、やはりどうしても肌の露出が

多いのはどちらかと言えばスカートという

ふうに決まっている女性のほうかなという

ふうに思うので、どうしてもやはり子ども

たちは短くしがちだったりするので、肌の

露出がどうしても多くなっていて、性的な

視線にさらされたりとか、あとは性犯罪に

通学途中に遭ったりということもあるので、

そういう観点も一つあるかなというふうに

思いました。 

（石阪委員長） 

 これも私の居住地の近くの中学でもそう

ですし、足立区でもそうらしいんですが、

例えばですけど、白いワイシャツやポロシ

ャツをやめて紺にするようなところも最近

増えています。下着が透けないということ

ですよね。 

学校側の改革によって変わってきている

という気もしますので、ただ、またその辺

のエビデンス、データがないんですよね。

どうなんでしょう、これは。 

（松本課長） 

 昨年は、制服の検討委員会に私も委員で

出席をしておりまして、その中で今年度は、

できるところから制服は見直しをしていく

こととなっております。 

 早速、ポロシャツやスラックスを選べた

りというような、時期や着るものについて

は、各学校によって違いますけれども、

色々な検討がされている状況です。 

（石阪委員長） 
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 ありがとうございます。 

 また、この行動計画の中にそういった観

点が盛り込まれると、ある種の計画として

の強制力が出てくるので、学校としても計

画に沿った形で、見直していくことにつな

がるんじゃないかと期待したいと思います。 

 ほかはいかがですか。大丈夫でしょうか

ね。 

 あとは、データを見ると、先ほどのワー

ク・ライフ・バランスですが、こちらは新

しい計画でも同じく推進はしていくという

ことになりますけれども、例えばワーク・

ライフ・バランスの推進企業の数というの

はどうなんでしょうか。年々増えてはいる

んでしょうか。 

（松本課長） 

 そうですね。若干増えてきまして、昨年

112社になってはおります。 

（石阪委員長） 

 ただ、なかなかこの啓発も大変で、特に

コロナの不況の中で、ワーク・ライフ・バ

ランスを進めながら企業の利益を落とさず

にやっぱり頑張ってもらうという点でいう

と、そのあたりの説明の仕方の工夫という

のも、今後求められるのかなという気がし

ます。 

 単純にこれを導入してくださいというこ

とではなくて、これが経営の改善や、ある

いは利益率のアップにつながるんだという

ところも企業にとってみるとかなり大事な

ところですので、こういった啓発の仕方も

考えていかないといけないと思います。例

えばハローワークに応募してくる会社とい

うのは、募集を出す際、その辺はかなり配

慮はされているということでしょうか。ど

うでしょう。 

（小島委員） 

 私どもの業務である求人票への表記です

が、子育てに理解があり、その体制が整っ

ている企業の求人票に＃（ハッシュタグ）

マザーズという用語を使っております。そ

の周知が子育て中以外の方にも良いイメー

ジとなり、会社のＰＲに繋がることがあり

ます。 

（石阪委員長） 

 しているんですね、ＰＲをね。こういっ

た企業に名を連ねているのであれば、ＰＲ

するということは非常に大事なことだと思

いますし、そういう仕事を求めてこられる

方というのはやっぱりその辺の視点という

のは大事にしますか、どうですか。 

（小島委員） 

 そうですね。そこをポイントとしてご覧

になる方も多いですし、子育て以外の方た

ちもそういう理解がある会社に勤めたいと

いうことで応募される場合もあります。 

（石阪委員長） 

 そうなんですね。子育てと関係ない方も

ね。 

（小島委員） 

 関係ない方であっても、企業のイメージ

アップにより応募したいという方は多くな

ってきております。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 ということで、こちらのほうは恐らく今

後も議論はあると思いますけれども、ワー

ク・ライフ・バランス推進企業、これをど

う増やしていくか、この活動運動をどう広

めていくかということは一つ課題になると

思います。 

 それから、最後ですが、ＬＧＢＴのとこ

ろですけれども、こちらも昨年度かなり議

論をいただきました。これはかなり認知度

も上がってきましたし、やはり差別や偏見

の解消ということ、これが必要だというこ
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とが63％になっています。 

 ただ、これも昨年、たしか私が申し上げ

たと思うんですが、国のほうは、これを結

局、法律化することができなかったわけで

すね。理解促進も駄目でしたし、差別解消、

これは野党から上がってきましたけれども、

国会に出てくる前に議論自体がもうそこで

終わってしまったという経緯もあります。 

 なかなかこの歩みというのが国を待って

いると進まないということもありますので、

こういった足立区をはじめ基礎自治体が、

この点については取組を進めているという

のが実態だと思います。 

 今、足立区も制度そのものを要綱で立ち

上げて昨年度から歩み始めたんですが、計

画の中にはまだどこにも入っていません。

ファミリーシップと、それからパートナー

シップですね。ですので、今度はこの計画

のほうを踏まえてこの制度を充実させてい

くということになります。 

 ただ、ちょっと課題は、やっぱりそうな

ってくると協力体制の中で学校の中でのい

じめの問題です。これはちょっと看過でき

ない、かなり数が突出してしまっていて、

普通、ＬＧＢＴというと、我々はどうして

も職場でのいろんな差別をイメージしがち

なんですが、かなり子どもの頃からという

のは変ですけれども、小中高、このあたり、

大学も含めてですね、このあたりで実際い

じめを受けたり見聞きしているということ

ですので、教育現場への啓発というのは非

常に大事になってくると思います。 

 これは片野さん、そうですね。 

（片野副委員長） 

 今、学校現場に入っていまして、先日も

２年生の女の子がぎゃあぎゃあ泣いていた

んですね。何でと言ったら、髪の毛を短く

切ったら男みたいって言われたって、それ

で泣き出して授業にならないので保健室に

ちょっと来たということがあったんですね。 

 やはり何とかだからというのをなくして

いかなくてはいけないんだなというのは思

っていまして、そういう髪の毛が短かった

ら男、長かったら女みたいな、そういうあ

る意味、バイアスですよね、その辺をなく

していくことが教育現場でそこで先生がど

う対応されたのかまでちょっと私は分から

ないんですけれども、私自身は、その女の

子には、これはあなたが泣くものでも、悔

しいのは分かるけれども、泣くということ

じゃなくて、怒りなさいって言ったんです

ね、実は。 

 髪の毛が短いから男というのはおかしい

でしょうと。先生、髪の毛短いけど、おじ

さんですかとかって言っていたんですけど、

ズボンをはいていたら男みたいとか、青い

のを着ていたら男と言われたとか、まだま

だそういうものが小学校の中であるという

ことなので、やっぱり家庭の中にも社会の

中にもあることが出ているんだなと思いま

す。 

 この辺はやはりしっかり教育現場で先生

たちが言っていくことが必要なんじゃない

かなというふうに思っています。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 この問題は、やっぱり子どもたち自身で

考えるというよりは、親とか周りの人たち

がそういうふうに言っているから自分たち

もそうだと考えてしまうということですね。

その辺、親をどう啓発するかということな

のかなという気もします。学校で一生懸命

教えても、家庭に帰るとまたそういった話

をしてしまうとなかなかなくならないとい

うことですね。 

 それから、もう一つは、例えば、小学校
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で今、校則はないと思うんですけど、中学

校に入ると頭髪の長さが男女によって違う

というのはあるんです。 

 これを男の子は結構最近不満に思ってい

る人が多いらしくて、なぜ女子は髪を長く

していて、男の子は後ろ刈り上げだとか、

眉毛にかかっちゃいけないみたいなことを

言われるのか。 

 髪の長さで男女の差がもしないのであれ

ば、男の子も長髪にしたりとか、ポニーテ

ールみたいな感じで学校へ来てもいいじゃ

ないかという理屈もあるんですね。 

 ただ、この問題というのは社会通念上、

どうするかという、つまり我々大人たちが

つくってきた常識とどれだけ離れているか

というところの差なので、校則というのは、

ここが非常に難しいんですね。平等を突き

詰めていくと、確かに髪型が男女によって

校則で違う、長さが違うというのはおかし

いという考え方も一方では言えるわけです。 

 ただ、社会通念上、さっき言ったように

男の人は短くて、女の人は長いのがオーケ

ーだということであれば、校則もそれに準

ずるというのも一つの考え方ですし、これ

は実は大人のほうもある程度、揺れ動いて

いて、どの辺で線引きをすればいいのかと。

こういった問題も併せて、例えば区として

はどういう考え方で行くのかとか、そうい

う問題にもなるのかなという気がします。 

 片野さん、これは難しいですよね。 

（片野副委員長） 

 難しいですね。高校になるとある程度自

由になってきて、男の子でもポニーテール

の人がいたりとかしますけど、中学でどう

するかというのは一番、小学校はまだそこ

まで厳しくないので、かなり長い髪の毛の

子もいますけど、男子でもいますけど、や

っぱり中学が一番多感な時期でもあって、

制度と平等という法的なものをどこで相入

れていくのかというのは非常に難しいです。 

（石阪委員長） 

 難しいですね。 

 はい、どうぞ。 

（内藤委員） 

 ありがとうございます。この問題、２つ

ちょっと側面があると思っていて、ルール

として学校なりの組織がどういったルール

を、服装とか髪型について示して守っても

らうとするのかという問題と、そういった

ルールの下、あるいはルールがないところ

で、違う風貌をしてやいのやいのもありの

人がいじめたり、何か相手が嫌がることを

言ったりするということは別問題かなと思

っていて、これはこれでちょっと議論が重

たいものを結構話さなきゃいけないんです

が、いずれにしても相手が嫌だと。 

 今の片野さんの例で言うと、男みたいと、

男みたいでしたっけ、と言われたら嫌なわ

けですよね、その女の子は。それを言って

いいかどうかというのは、やっぱり人権問

題だと思うんですね。もっとひどいことを

言う場合もあると思いますし、そこのとこ

ろでちょっと思ったのは足立区で子どもの

人権を守る取組というのがここに関係して

くるかなと。 

 今、子どもの人権条例とかをつくってい

る自治体もありますね。その中で必ずちゃ

んと人権を守るということを書いていて、

そのあたりはどういう状況にありますでし

ょうか。 

（松本課長） 

 足立区は、人権推進指針があってそこで

見ていく形となっております。 

（内藤委員） 

 ということは、子どもに限らず、全体で

すね、大人も含めた全体の人権という観点
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で指針ができていると。 

（松本課長） 

 指針の中には、女性、子ども、高齢者な

ど、色々なカテゴリーがあります。 

（内藤委員） 

 ありがとうございます。 

 多分、その辺の施策と連動していかなけ

ればいけない、特に性的マイノリティの本

当にこのデータは重要だと思っていて、職

場でもかなり受けていて、これも大人なの

で大変問題なんですけど、やはり子ども時

代の打撃が大きいので、やっぱり人権施策

と組み合わせて進めていく必要があるのか

なというふうに感じました。ありがとうご

ざいます。 

（石阪委員長） 

 結果的には、これ多様性を共有できない、

つまり人とは違うとか、違った生き方をす

るということを共有できないところが、あ

る種、差別や偏見につながっているという

側面もあるので、本来であれば、先ほど言

ったように小学校、中学校のプロセスの中

でいろんな生き方、考え方、風貌も見た目

も含めて、本当は自由にできるというのが

理想的なんですよね。ただ、教育現場の先

生から言わせると、そうすると無法地帯に

なってしまうとか、別の問題が出てきてし

うわけです。ですから、学校という組織は

なかなか変わらないのかもしれません。 

 この多様性、多様な考え方をどう学校現

場の中で啓発していくのかというと、先生

自身よりは、やっぱりよそから第三者が入

って一緒になって学校を変えていくような、

そういう仕組みや仕掛け、さらに言えば職

員と一緒になって勉強していくような、そ

んなことをしていかないと難しいのかなと。 

 たしか去年のお話ですと、教育委員会が

やっぱり中心になってリーフレットを作成

して、特に東京都でしたかね、東京都のほ

うで何かマニュアルみたいなものがあった

と思いましたが。 

（松本課長） 

 足立区です。 

（石阪委員長） 

 足立区でしたか。それを各学校に配布を

して、先生方で勉強していくという、そう

いうお話を伺ったんですけれども、それだ

けで大丈夫かなという不安もあるので、何

か先生たちだけではなくて、いろんな専門

家や当事者も入れた、そういうような試み

というのを足立区でやってもいいのかなと

個人的には思っています。先生向けの研修

というのはそれ以外は何かない、どうなん

でしょうか。 

（松本課長） 

 教育委員会では、ＬＧＢＴに関して先生

たちの研修をやっております。また、先生

向けのマニュアルも去年できていますし、

昨年は、うちの課でもＬＧＢＴの啓発冊子

というのを作りまして、小中学校の教職員

全員に行き渡るよう、現在配布中でござい

ます。 

（石阪委員長） 

 徐々に教育的な効果は出てきそうですね。 

 それとあとは、先ほども言ったように親

とか家庭の問題でしょうかね。今度はＰＴ

Ａをはじめ保護者の方に向けた啓発という

ことになるのかなという、次の段階として

は。 

 このあたりもし何かいい案があればこの

場で出していただけるといいのかなと。こ

ういった差別や偏見をなくしていく、そう

いう研修ですよね。どうですか、そういう

ことって田中さん、やられていたりするん

ですかね、中学校のＰＴＡでは。 

（田中委員） 
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 やってはいません。 

（石阪委員長） 

 そうなんですね。それも何か今後一つ検

討していく必要が出てくるかもしれないで

すね。こちらの計画の中にそういった点、

啓発の中で学校、保護者等々含めてそうい

うところが必要かなという気がします。 

 ほかはどうでしょう、何か、視点、論点、

何でもいいです、皆さんお感じになったこ

と。よろしいでしょうか、どうだろう。 

 なかなか、今、ぱっとデータを見て具体

的にといってもあれですし。 

 どうぞ。 

（片野副委員長） 

 私、ちょっとＤＶのところがすごくショ

ックな結果が出ていて、相談しても無駄だ

と思ったというのがすごく多くて、先日、

私もこのＤⅤのことで関わる機会があって、

やはり警察に行っても緊急性がなかなか、

肉体的な暴力がないとなかなか認められな

いという、モラルハラスメントをずっと受

けていても、相談しても緊急性がないとみ

なされてやっぱり帰されてしまう。そこで

もう諦めてしまっているのかなというのは

すごく感じたんですね。 

 だったら、ほかに相談に行けばいいのに

って思うんですけど、やっぱり諦めてしま

っている。繰り返し繰り返し、周期みたい

な形で諦める、またなる、行動するという、

その繰り返しをしているので、やはり繰り

返しの中で根気よく寄り添っていけるとい

うところが、区でも女性相談など窓口があ

るにもかかわらず結びついていないという、

これは現実かなというふうに受け止めたん

ですが、どうでしょうか。 

（石阪委員長） 

 一つ繰り返し中でやっているうちに自分

で諦めてしまうというのも一つですし、冒

頭、私が申し上げたとおり、相談しても無

駄というのがすごく高いのは何が原因なの

かというところはちょっと突き詰めないと

いけないですよね。 

 数としては結構相談につながっていたり

する。警察が一番多くて46.5で、その次が

区で29.5ですから、一応今、区の相談機関

というところが２番目に多いわけですから、

ただ、見方を変えれば３割しかつながって

いないというふうにも、認知ですかね、こ

れは認知度ですね、10ページのところ、認

知度、区の相談機関、知っているというこ

とですね。 

 これは多いと思ったんですよね。警察は

多分みんなご存じだと思うんですけど、少

なくとも区の相談機関を知っているという

人が30％いる。これはかなり私は、これ多

いですよね。どうなんでしょうか。 

（松本課長） 

 比較をほかの自治体としていないので何

とも申し上げられないところではあります。 

（石阪委員長） 

 もっと知っていてほしいということです

ね。 

（松本課長） 

 はい、もっと啓発が必要だと思っており

ます。 

（石阪委員長） 

 啓発もいろいろやっていましたよね、足

立区はね。 

（松本課長） 

 そうですね、チラシを作るなどもしてお

ります。 

（石阪委員長） 

 チラシとかもありましたしね、いろんな

ところに貼ったりとかもたしかしていたと

思うので、ということです。 

 結局、相談できない、実際被害を受けた
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人が相談できない、あるいは相談しようと

思わない、これを合わせると５割に近づく

と、こういうことになります。 

 これも何とか５割いる、つまり５割の人

はＤＶを受けてもどこにもつながっていな

いという、結局これがかなりヘビーなケー

スになると、こんな看過できないようなも

のになったら困るということで、本来であ

れば初期の段階からつながるといいと思う

んですが、これはどうやって下げていけば

いいのかなかなか難しいところですよね。

今、啓発については、足立区は一生懸命や

ってこられてやっているんですけれども、

これは徳永さん、どうでしょうかね、この

データは。高いんですかね、これ50％、相

談しても無駄だとか、これはやっぱり弁護

士さんのところに例えば相談なんか来ると

いうのは、いろんなところを経由して最終

的には来る。 

（徳永委員） 

 警察に弁護士に相談したほうがいいよと

言われて来るケースが多いですね。 

（石阪委員長） 

 行き着くのは大体警察経由で、一回警察

に行って。相談機関からというのはあまり

ない。 

（徳永委員） 

 相談機関からはあまりないですね。 

（石阪委員長） 

 とにかく弁護士さんのところに。 

（徳永委員） 

 相談も、そこまでは多くない。 

（石阪委員長） 

 そうなんですね。 

（徳永委員） 

 僕の印象として、相談に来れる人ってす

ごいなという印象です。 

（石阪委員長） 

 むしろこれってそこまで多くないという、

普通は来ない、あまり。 

（徳永委員） 

 来れない人のほうが圧倒的に多いんじゃ

ないかなという印象はありますね。 

（石阪委員長） 

 でも、これがやっぱり、最終的にはそれ

では困るわけで、一人で抱え込まずにまず

は相談というところにいくにはどうすれば

いいかということですけど、これはなかな

か難しいですか。区としてどうなんでしょ

う、これは何か対策は。 

（依田部長） 

 すみません、本当は自分が発言しちゃい

けないのかもれしないですけど、実は４月

まで危機管理部長をやっていまして、ＤＶ

の話とかもたまに耳に入ってはきていまし

た。 

 区役所には警視庁から課長と係長が派遣

で来ていて一緒に対応するんですけども、

ＤⅤの専門の警察官が各要所にいて、それ

ぞれ話を聞く機会があったんですけども、

ＤⅤを受けて警察に相談に来る方って当然

たくさんいらして、ほとんどの女性が１時

間ぐらいこういうことをされたんですとい

う説明をするそうです。 

 ところが、１時間ぐらいたつとやっぱり

私が悪かったんですってひっくり返っちゃ

うそうなんですね。私は、被害者なのに私

が悪かったんですというのを、今度説得す

るのにまた二、三時間かかるそうです。ち

ゃんと被害届を出しなさいと、保護してあ

げるからと。 

 その話を自分が聞いていていつも思って

いたのは、被害者たる奥様が、妻が一種洗

脳されちゃっているのかなという気がする

ときもあったのと、やっぱりこういうのは

被害ですよと、ＤＶですよと、何がＤＶか
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をきちんと区が周知していかなきゃいけな

いんじゃないかなと。何をもってＤＶとす

るのかと、金銭ＤＶの方もいますけど、や

はりこういうことはＤＶ被害だからきちん

と区役所とか警察に相談しなさい、弁護士

の先生に相談しなさいという分かりやすい

表現を今までＤⅤという言葉で片づけてい

たのがいけないのかなというふうには少し

思っています。 

（石阪委員長） 

 人によっては、ＤＶっていうともっとヘ

ビーじゃないと相談に行っちゃいけないん

じゃないかみたいな、これぐらいはＤＶと

は呼ばないんじゃないかというふうに思っ

ている方がいるんですね、まだね。 

（依田部長） 

 そうですね。地域のちから推進部、いろ

んな施設をたくさん持っているので、施設

の管理者の方々とお話ししたときも、こん

なんで警察を呼んでいいんですかみたいな

ことを言う方もたくさんいるんですね。 

 窓口で暴れているんだったら警察を呼ん

でいいですよという話をするんですけど、

ＤＶの何がＤＶなんですかと、今、委員長

がおっしゃったように重軽が個人では分か

らないんですよね。これで相談に行ってい

いのか、これはたたかれただけだからＤＶ

じゃないんだと思っている方もたくさんい

るんじゃないかなと思っています。 

（石阪委員長） 

 ですので、ＤＶの中身ですね、ＤＶとい

うと自分には関係ないというふうに思って

しまうという、極端に言うと夫婦げんかと

ＤＶってどう分けるんだというぐらいの感

じの人もいるわけですよね、中にはね。 

 そんなことで警察に行ってはまずいんじ

ゃないかとか、つまりそのハードルを低く

してあげることも検討する必要があります。

逆に言えば、ＤＶという言葉を使わないと

いうことも一つの手かもしれない。言葉を

使わずに、具体的にこういうケースだった

ら行ってくださいみたいな、今のお話だと

そうなってくるのかなという気がします。 

 それからもう一つは、相談しても無駄だ

と思うのはなぜかというところだと思うん

ですよね。結局、自分の例えばパートナー

から暴力を受けた場合、パートナーが変わ

らない限りは無理なんじゃないか。ある種

のさっきの片野さんの話じゃないですけど、

繰り返しされていると結果的に相談に行っ

ても何の解決にもならないよねというふう

に思ってしまうことが問題だと思うんです

よね。 

 相談することによってむしろ解決につな

がるんだというところを何とか示さない限

り、この問題ってなかなか難しい。結果的

には元の日常に戻ってしまうという、相談

をしてもね。ですから、この支援の在り方

も大きな課題になってくると思うんですよ

ね。 

 どうぞ。 

（内藤委員） 

 さっき石阪さんがおっしゃったネーミン

グの問題は結構あると思っていて、ちょっ

と分野は違いますけど、パワハラが私の専

門なんですけど、職場のパワハラもパワハ

ラとかハラスメント相談窓口とやると、同

じように４割ぐらいは我慢して来ないんで

すね。 

 そういうときに、なんでも相談窓口とい

うふうに、そういうネーミングをつくって

いる企業とか、労働組合なんかはあって、

そうするとかなり敷居が低くなって、些細

な問題でも寄せてくれる。 

 でも、その中にハラスメントの芽みたい

な問題が含まれていて早期に解決すること
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ができるということがあるので、そういう

ＤＶって自覚していない層とか、したくな

いというか、そういうふうに信じたくない

という人たちも気軽に相談できるという意

味では、そういうやり方も一つあるかなと。 

 もちろん、ＤＶの相談窓口とは別に設け

てもいいですし、もっと何でもいいんです

よという感じでやるのも一つかなというふ

うに思いました。 

 あと、やっぱりパワハラなんかはそうで

すけど、人間関係が悪くなったり、さらに

ハラスメントがひどくなる、相談によって、

そのことを非常に恐れているんですね。何

の解決にもならないと思ったからというの

は非常に多いんですけど、やっぱりその後、

自分に結局、相談したことの不利益が自分

にかぶってくるというおそれが強いといと

う側面もやはりＤⅤでもあるんじゃないか

なと。 

 だから、そういうところをどういうふう

にそういう心配を感じさせないようにする

かというところと、あと、相談できない層、

この10ページの相談できなかったとか、相

談しようと思わなかったという人、啓発が

足りていないということもあると思うんで

すけど、こういう層にどう訴えかけるかと

いうと、やっぱりどうやっても訴えかけら

れないという可能性もあって、つまり、待

っているだけじゃ駄目なんじゃないかと。 

 多分、それぐらいは行政としてもう対応

されているとは思うんですけど、やはり周

囲のヘルプが、さっきおっしゃったように

自分から来られるというのはすごいエネル

ギーも要ることですし、前提として知識も

あるということもあるんですけど、そうで

ない人はずっと抱えて本当に悲惨なことに

なると思いますので、どうにか周囲がサポ

ートしていける、探し出してくるぐらいの

ことができないかなという感じはハラスメ

ントの問題ではいつも思っているんですけ

れども。 

（石阪委員長） 

 本当は、アウトリーチ型の支援みたいな

ものができればいいんでしょうけど、恐ら

く今、やっていないですよね。直接、行政

の方がそこに行ってサポートするというよ

うなことは。訪問するとか、あるいは電話

でもＬＩＮＥでもいいんですけれど、確認

するとか、そういうところまで本当は行く

と敷居が低くなるのかなと。 

 要するにこれは待っているだけですよね、

基本はね。そうなってくるとなかなかこう

いった相談しようと思わない、できないと

いうところが減らないのかなという気もし

ますし、なんでも相談室というのは面白い

アイデアで、まずはそこでいろんな相談事

を拾っていって、これはちょっとまずいと

いうケースについてはＤＶの専門家のほう

に入ってきてもらうという。今、職場にあ

るんじゃないかな、そういう比較的敷居を

下げて何でも相談してくださいというよう

なところ。どうなんでしょうか、皆さんの

職場でもありますか。いわゆるＤＶとかハ

ラスメント相談室みたいなのではなくて。 

 ちなみに大学にはあります。学生向けで

すけれども、学生の相談も非常に多岐にわ

たっているので、悩みは。まずはなんでも

相談室というところで気軽に相談に来ると。

そうするとそこにはいろんな問題ですね、

暴力や貧困の問題というのも入ってくるの

で、それは専門家につなげていくんですけ

れど、その２段階型の支援みたいなものも

必要なのかもしれないですよね。 

 足立区はなんでも相談室はあるんですか、

そういう、これはちょっと行政は難しいか

なと。 
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（依田部長） 

 区民の方向けですと、コールセンターそ

のものがいろんな方が問合せをしてきます。

そこで振り分けをしていますので、ただ、

なんでも相談室という名称にはなっていな

いので、区民の声相談課とかで相談は何で

もお受けしていますけど、一般の方にそれ

がそういうふうに伝わっているかというと

決してそうではないと思います。 

（石阪委員長） 

 恐らく区がそれをやると大変なことにな

るでしょうね。いろんな本当に次から次へ

と何でもということになると、隣近所の話

から、例えば道路の話からということにな

ってしまうと、多分、区としても対応は難

しいと思うんですが、ただ、このＤＶに関

しては、ちょっとＤＶという言葉自体が一

つ大きな壁になっているというご指摘もあ

るので、それを緩和するような、そういう

入り口を低くするみたいな、そういった支

援は必要なのかもしれません。ありがとう

ございます。 

 ほかはどうですか、いかがですか。ＤＶ

もそうですし、あとハラスメントについて

も、今回、セクシャルハラスメントもこれ

に入っているのかな、ＤＶ・ハラスメント

ですから。 

 そういう意味では職場でのハラスメント

や、先ほどの学校での子どものこういった

発言なども、これもある種のハラスメント

ですけれども、あとはよくあるのは学校の

先生のハラスメントもあるんですよね、子

どもに対する何気ない一言が子どもを傷つ

けてしまうとか、そういうこともあるとい

うことですから、ＤＶプラス、ハラスメン

ト、この問題も恐らく今後、この計画の中

には配置されていくと思うんですが、また

皆さんにご意見をいただければと思います。 

 では、よろしいでしょうか。 

 一応、これは、仮の速報値ですので、熟

読する機会がこれまでなかったと思うんで

すが、これをまたお手元に置いて、もし気

になるところがあったらば、次回以降、ま

たご発言いただければと思います。 

 それから、８次の計画については、これ

はやがて骨子みたいなものが出来上がって

くると思うんですけれど、今のところはこ

のような形で進めていくということになっ

ていますので、こちらのほうもまた皆さん、

特に秋以降中心に皆様からいろんなご意見

をいただくことになると思います。 

 それでは、ここまでの議論、７番目です

ね。質疑応答、意見交換はこれで終了とい

うことにさせていただきます。 

 

８ その他 

（石阪委員長） 

 ８番目、今度はその他になります。 

 皆さんにご協力いただいた業者の委託講

座について、こちらもここに入ってきます

が、恐らく昨年度の委員の方ですね、これ

は。その他について事務局のほうからお願

いします。 

（松本課長） 

 こちらは参考１という資料が皆様に評価

をしていただいた委託事業者の評価結果と

なっております。お忙しい中、皆様、あり

がとうございました。 

 こちらは、初めての方もいらっしゃるの

で、男女共同参画を進めるためにいろいろ

な啓発講座をやっておりまして、その一部

委託講座に関して、チラシですとか開催実

績を基に委員の皆様に評価をしていただく

というものです。 

 実施時期が年２回でして、上半期分を10

月、下半期分を３月に予定しております。
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詳しい内容はまた評価が近くなりましたら

改めてご案内をいたします。 

（石阪委員長） 

 それでは、改めてちょっと参考資料を確

認させてもらいますと、まず、こちら、縦

になっているのが総合評価表と書いてあり

ます。点数と書いてあるのは、これは平均

点ということですかね、10点満点中８点と

か書いてあります。 

 ちょっと主な意見のところ、特に８点を

取ったところは比較的ポジティブな意見が

多かったんですけれども、例えば、募集人

数のところ、こちらについては６点、それ

からチラシのデザイン、体裁、こちらも６

点と非常に低かったところがあります。 

 その主な意見のところを読ませていただ

くと、例えば募集人数のところですが、曜

日や時間帯などでミスマッチがあったので

はないか、企業向けのオンライン講座であ

れば、夜間の開講も検討してはどうかと。

つまり、企業の従業員の方が参加されるよ

うな講座であれば、もうちょっと時間、こ

れを検討してもいいのではないかという意

見。 

 それから、チラシのところですが、これ

はちなみに今、お手元に皆さん持っている

チラシなんかはこれからのものですかね。 

（松本課長） 

 そうですね。後でまた事務連絡で。 

（石阪委員長） 

 ちなみに、講座の場合、チラシを作って

いただくんですけれども、このチラシにつ

いての評価、これは昨年度のものになりま

すが、情報を盛り込み過ぎて若干分かりに

くさを感じる。半期の講座をまとめたチラ

シを作ってみてはどうか。２つの意見です

ね。 

 つまりこれ、これはともかくとして、前

回のものについては非常に細かかったと。 

 それから、これ、今までチラシというの

は一回一回チラシを配っていただいていた

んですけれど、例えば自分の予定がある方

もいらっしゃるので、半年分まとめてチラ

シにしてみてはどうかという、こういった

ご意見もありました。このあたりはちょっ

と点数が低かったところではあります。 

 あと、比較的高いところについてはポジ

ティブな意見が多かったので、このまま頑

張っていただくと。 

 評価については、100点満点中の合計78点

ということで一応、Ｃ。何かＣというと大

学の成績だとちょっとあまり良くないんで

すけど、ここの中では一応適格ということ

で、優良可でいう可ということになります。

惜しかったですね、Ｂまであと２点だった

んですけどね、ということです。 

 めくっていただいて参考２に行くと、こ

れが皆さんのいわゆる粗点ということにな

ります。 

 ほかの委員との比較、これ名前は出てい

ませんけれども、昨年度の委員の皆さんに

ついてはどこかに入っていらっしゃるんじ

ゃないかと思います。 

 これを見ると、やっぱり集客のところで

すね。この辺が一つ課題ということで、こ

れは６というのはもう決まっているんです

ね、もともとね、全員が６ですので。それ

と、あとは区民ニーズの把握であったりと

か、それからチラシですね、このあたりち

ょっと低いかなという気がいたします。 

 やはり定員、今度は令和３年度、昨年度

の下半期の、ちなみに講座の中身ですけれ

ども、資料３のような形になっています。

これが皆さんに評価をいただいた講座とい

うことになります。 

 もう既に上半期は始まっていますけれど
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も、皆さんにご審議いただくのが、先ほど

も課長からありましたとおり、何月頃でし

たっけ。 

（松本課長） 

 10月です。 

（石阪委員長） 

 10月には、今度は上半期分の評価を皆さ

んにしていただくことになりますので、ま

たこういった形で点数を記入いただいて、

非常に厳しい場合については、これは例え

ば、60点切ってしまうとＤ、適格、40点未

満ですと不適格になるんですね。というこ

とになります。 

 ここまで何か質問はありますか、よろし

いですかね。 

 どうぞ。 

（内藤委員） 

 （２）の集客の３つ目、⑧ですね、チラ

シのことが評価項目になって、基準になっ

ているんですけど、どれぐらいが今、この

紙媒体のチラシでもってこようという感じ

になっているのか、自分で言えば紙はほと

んど見ないというか、もらわない方向なの

で、何か関心があるとすれば調べて、デー

タで出てくるものを見るかなと。 

 ただ、データでもこれがばーんと出てく

るということであれば、この項目はこれで

いいんですけど、多分、データじゃなくて

テキストで見せるというページもあるのか

もしれないので、何かチラシのデザイン、

体裁というところだけを取り上げる項目で

いいのかなというのはちょっと感じました。 

 参加している皆さんがどういったものを

きっかけに参加されているというのはアン

ケートか何か取っていらっしゃるんでしょ

うか。 

（石阪委員長） 

 これはいかがでしょう。講座のほうです

けれども。 

 お願いします。 

（秋谷主任） 

 事務局からですけれども、紙媒体でのチ

ラシは1,000部つくっておりまして、区内各

公共機関などにまいております。 

 委員ご指摘のとおり、最近はＳＮＳです

とか、そういったところでネットを使って

というところと、あとは、それぞれ各所管

でつかんでいる団体のメーリングリスト的

なものをつかんでいる所管がありますので、

そういったところでデータ上でチラシのデ

ータをお送りしたりというのを最近始めて

いるところではございます。 

 あと、アンケートでは、やはりどうして

も「あだち広報」ですとかチラシのところ

が現実的にはまだ比較的多いので、ただ、

それだけですと先ほど言ったように集客に

つながっていない部分もありますので、ち

ょっとウェブ媒体のほうを活用していきた

いというように考えております。 

（内藤委員） 

 ありがとうございます。これからという

感じですかね、それで広がっていけばこの

項目自体もまた変わっていくかもしれない

というところですかね、ありがとうござい

ます。 

（石阪委員長） 

 スマホなんかで出てくるといいですよね。

普通に見ていて自動でやると、何かぽーん

と出てきて、あれ、これ何だろうという、

本当は若い人なんかはそれが一番広告とし

てはインパクトがあるのかなという気がし

ますし、例えば、ＰＤＦでもそれをわざわ

ざ開いてとなると、その一手間が結構大変

なので、そのあたり、今後ＳＮＳ等を通じ

てどうやって広報するかが一つ課題になっ

てくると思いますが、今回の審査項目につ
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いてはチラシのデザイン、体裁、これが問

われているわけですよね。 

 ですので、これも実は審査に入っている

のはチラシを作成するというのも業務の一

つなので、やっぱり分かりやすいチラシ、

便利なチラシというのを一つ作成してもら

うと。 

 あとは、これを区側がどう見せるかとい

うところがまた一つ課題になると思います。 

 ですので、皆さんも何かこういったもの、

もしこうしたほうがいいというアイデアが

あれば、次回の皆さんご発言いただく機会

は秋、10月ということですので、またコメ

ントいただければと思います。 

 確かにそうですね、チラシってなかなか

皆さん、見る機会ないのかもしれませんけ

ど、ただ、結構ご年配の方は比較的チラシ

とかね、若い人はＳＮＳとかね、そのあた

りかなりターゲットによって、場合によっ

てはチラシの枚数を柔軟に変えてもいいの

かなという気がします。比較的高齢の方が

参加しそうな講座については1,000枚を

2,000枚にしてみて、若者がメインというも

のであれば、ちょっとチラシの枚数を減ら

して、その分ＳＮＳにお金をかけるとか、

いろいろ弾力性のあるような広報をすれば

もう少し伸びる講座もあるんじゃないかな

というふうには思いましたけれども、こち

らも指定管理者のほうとちょっと話をして

いただいて、何とか数字が上がるといいな

と思っています。 

 いかがですか、ほか何かありますでしょ

うか。この講座についてですが。いいです

かね、大丈夫かな。 

 それでは、その他のほか２つ目ですが、

よろしいでしょうか、その他については。 

 

９ 事務連絡 

（石阪委員長） 

 それでは、事務連絡ですけれども、この

チラシの広報はいいですか。では、まず事

務連絡のほうをお願いします。 

（星屋係員） 

 事務連絡をさせていただきます。 

 委員の謝礼と今後のイベント、開催する

講座についてのご案内をさせていただきま

す。 

 まず、委員の謝礼についてですけれども、

本日の謝礼につきましては、後ほどご指定

の口座に振り込みをさせていただきます。

本日、皆様の席上に配付しております口座

振替依頼書をご記入いただきまして、お帰

りの際に事務局までご提出をお願いいたし

ます。 

 毎回、このような形で口座振替依頼書に

ご記入いただきますので、ご協力のほどお

願いいたします。 

 次に、今後のイベント、講座についてで

すが、資料の中にチラシを２件入れさせて

いただいております。 

 １つ目は、６月25日土曜日に行う「女性

の視点をプラス！ みんなが安心 アダチ

の防災2022」というものでして、こちらは

男女共同参画週間に併せて、女性団体連合

会と足立区が共催して行うフォーラムで、

今年は防災をテーマに区の水害対策、女性

視点の防災の二部制で実施いたします。 

 また、２つ目として、７月９日土曜日に

行う「子どもに伝えるプライベートゾーン 

カラダと性の話」というものでして、子ど

もを性の被害者にも加害者にもさせないよ

う、適切な知識を学び理解を深めていただ

く講座となっております。 

 委員の皆様にもぜひご参加いただければ

と思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 
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 以上となります。 

（石阪委員長） 

 どうぞ。 

（片野副委員長） 

 すみません、アダチの防災2022は、足立

区女性団体連合会と足立区が共催でやって

いるものなんですが、今回、初めて防災関

連の会議に参加することができるようにな

ったんです。私たちの団体から参加するこ

とができるようになったんですけど、ぜひ

女性も防災に関心があるということを示す

ためにも、ぜひ会場にお運びいただきたい、

おいでいただきたいということと、あと、

やはり男性の方にもそういう視点が避難所

運営は必要だよなということを考えていた

だきたく、一人でも多くの方にご参加いた

だきたいと思っております。よろしくお願

いいたします。ありがとうございます。 

（石阪委員長） 

 これはＹｏｕＴｕｂｅとありますけれど

も、できれば会場に足を運んで。 

（片野副委員長） 

 そうですね、ＹｏｕＴｕｂｅ同時配信も

あるのですが、できれば会場に来ていただ

いたほうがありがたいです。足立区の現状

がここで分かるので、足立区にお住まいの

方はぜひ見ていただきたいなというふうに

思っています。 

（石阪委員長） 

 ありがとうございます。 

 ほかはよろしいですか、この点について

は。 

 どうぞ。 

（内藤委員） 

 申込み状況はもう分かっているんですか。 

（石阪委員長） 

 いかがでしょうか。現在の申込みの状況

です。 

（秋谷主任） 

 現在、来場で約25名程度と、ＹｏｕＴｕ

ｂｅが十数名になっております。 

（石阪委員長） 

 まだまだ大丈夫ですので、25日ですね。 

 ほかはよろしいでしょうか。 

 それでは、事務連絡、もし続きがあれば

お願いします。 

（松本課長） 

 １点、繰り返しにちょっとなりますが、

資料２番の男女共同参画行動計画の名称に

つきまして、資料２の中にジェンダー平等

推進行動計画と男女共同行動計画、両方書

いてございますが、まだこれは決まりでは

ございません。繰り返し、念のためで、こ

ちらはこれから皆様にご意見をいただきな

がら決めていきたいというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

（石阪委員長） 

 お願いします。 

（依田部長） 

 大変恐縮ですが、委員会の資料で恐縮で

すけれども、今、足立区ジェンダー平等推

進行動計画と記載されておりますが、これ

は一旦消していただいて、その上に第８次

男女共同参画行動計画ということで記載し

ていただけると大変助かります。 

 あくまでも、今、よその自治体がジェン

ダー平等推進行動計画と切り替えていって

いる中で、足立区としては第８次男女共同

参画行動計画のままで行くのか、名称を変

えるのか、ここの委員会の中でご議論いた

だこうと思っていますので、今のところは

第８次男女共同参画で書いておいていただ

けると非常に助かります。この場で訂正で

申し訳ありません、よろしくお願いいたし

ます。 

（松本課長） 
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 申し訳ありません。よろしくお願いいた

します。 

（石阪委員長） 

 ということで、資料訂正ということにな

ります。ちょっと遡る形になりますけれど

も、この足立区ジェンダー平等推進行動計

画という文言は第８次足立区男女共同参画

行動計画としていただく。 

 今、ちなみにということですけれども、

ほかの自治体がこういったジェンダー、平

等推進という言葉を使ってきつつあるので、

この８次で行くかどうかも含めて、今後、

皆様からご意見を伺って検討していきたい

ということになります。 

 よろしいでしょうか。 

 ですので、皆さんいろいろご意見をお持

ちだと思うので、例えば男女という名称が

取れるわけですから、その点であったりと

か、あるいはほかの自治体との関係、整合

と、こういったことも出てくる。それから、

東京都や国の動き、こういったことも注視

しながら、今後この名称を皆さんと一緒に

考えていきたいと思います。よろしいでし

ょうか。 

 ほか委員の皆さん、事務局、何かありま

すでしょうか。 

 どうぞ。 

（内藤委員） 

 日程なんですけど、資料３で大体の何月

というのは分かったんですか、具体的な日

程っていただいていましたっけ。 

（石阪委員長） 

 ８月ですね。 

（松本課長） 

 日程につきましては、まだ皆様にはお示

しはしておりませんので、後ほどまた委員

の皆様に情報をお流ししたいというふうに

思っております。 

（内藤委員） 

 次回は８月なので、それぐらいは決まっ

ていますか。 

（松本課長） 

 そうですね。８月の下旬に予定しており

まして、恐らく25日あたりになろうかとい

うところでございます。 

（内藤委員） 

 曜日はあれですか、先生のご都合で結構

決まってきているものですか、ちょっと大

体想定をしておけば。 

（松本課長） 

 月曜か木曜日ですね。 

（石阪委員長） 

 月、木が多いかな。それ以外は基本ない

ですね。 

（内藤委員） 

 月、木ですね。 

（松本課長） 

 次回は、恐らく８月25日の木曜日、時間

は２時から４時になるかと思います。 

（内藤委員） 

 ８月25日、木曜日ですね、ありがとうご

ざいます。 

（石阪委員長） 

 場所は。 

（松本課長） 

 場所は２回目以降はＬ．ソフィアへ戻る

予定です。 

（石阪委員長） 

 よろしいですかね、25日の14時からＬ．

ソフィアのほうでということで。 

 また、10月以降、今年はかなりイレギュ

ラーなのでいつもと違うんですけれども、

なるべく日程が出せるような形にしたほう

がいいですね。 

 何か委員の皆様、最後にあれば。 

 それでは、以上で、本日の委員会を終了
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させていただきます。 

 長時間にわたりどうもありがとうござい

ました。 


